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新しい松島へ前進、そして感謝
　松島の復興を応援してくれる方々に感謝するため、お客様感謝ウィークを７月１８日に開催。町内

各地では、いろいろなイベントが行われました。（写真上）

　『前進松島』を合言葉に頑張ろうと開催されたまつの市。地場産品の販売のほかにゲームや支援

物資のチャリティーが行われ、大勢の町民が集まり会場は盛り上がりました。（写真左下）

　松島地区で土砂の撤去を行う自衛隊の方々。松島の復興のために力を注いでくれました。

（写真右下）

■松島流灯会　海の盆  …………………⑤

■平成２３年度総合健診のご案内  ………⑥

■災害対策本部トピックス  ……………⑧

■東日本大震災関連のお知らせ  ………⑩

主な内容

歴史・文化の継承と創造
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▲息の合った演奏を披露する柴田三兄妹

▲松島の地場産品がたくさん並びました

▲会議に先立ち挨拶する大橋町長

▲震災復興計画の基本方針に
ついて検討

　第１回松島町震災復興会議が７月
３１日に中央公民館で開催されました。
　各委員に大橋町長より委嘱状が手
渡され、会長に阿留多伎眞人さん
（尚絅大学教授）が、副会長には宮
原育子さん（宮城大学教授）、内海陽
一さん（磯崎）がそれぞれ選出され
ました。
　会議では、復興政策の方向性など
復興計画について審議されます。
復興会議委員（敬称略）
会長（阿留多伎眞人）、副会長（宮
原育子、内海陽一）、委員（渡邉宏、
大宮司光生、安住嘉雄、丹野尚、相
澤多恵子、砂金雅晴、福田正朗、佐
藤久一郎、遠山勝雄、蜂谷雅美、松
村豊、小島等、内海勝洋）

▲いろいろなゲームも
行われました

第１回松島町震災復興会議を開催
「復興」「創造」そして「貢献」

▲水族館を視察される秋篠宮ご夫妻

　６月２６日、前進松島まつの市が中

央公民館で開催され、親子連れなど

約１５００人が会場に足を運びました。

　前進松島まつの市実行委員会の小

島等委員長は、「今年のまつの市は、

これまでと違う意味を込めています。

松島が復興するよう『前進松島』を

合言葉に頑張っていきましょう」と

挨拶しました。

　当日は、松島の地場産品の販売の

ほか、県内外から集まった支援物資

のチャリティーや餅まきも行われま

した。また、松島町の復興のために

と、津軽三味線の柴田三兄妹が来町。

息の合った演奏や大漁唄い込みを披

露していました。

前進松島まつの市を開催

　７月８日に、秋篠宮ご夫妻が松島

町を訪れ、マリンピア松島水族館を

視察しました。

　秋篠宮文仁親王殿下は、日本動物

園水族館協会の総裁として、被災し

たマリンピア松島水族館の視察と、

職員の激励のために来町されました。

篠秋宮ご夫妻がマリン
ピア松島水族館を視察
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▲五大堂太鼓の迫力ある演奏で始まった
復興感謝祭

　７月 18日に松島海岸中央広場で

「日本三景の日」復興感謝祭が開催

されました。

　当日は、地産地消実行委員会の

「まつの市」と観光協会員の店舗に

よる屋台販売が行われたほか、特設

ステージでは五大堂太鼓による演奏、

松島高校ダンス部によるダンス、ハ

ワイアンフラ、ゴスペルの歌などが

披露され、会場を盛り上げていまし

た。

　また、観瀾亭では真打桂米福さん

を招いた松島寄席が開催され、米福

さんが軽快な落語で会場を大いに沸

かせていました。

　さらに、同時開催に磯崎のかきの

里で「磯崎どっとこ市場第１回あさ

り祭り」が開催され、あさりのワン

コインつめ放題、あなごの天ぷら、

あさりご飯など、松島の旬な味覚を

提供しました。

　このイベントは、東日本大震災の

被害を乗り越え、松島から元気を発

信し、復興にご協力をいただいた

方々と訪れたお客様に感謝する日と

して開催されました。

日本三景の日
お客様感謝ウィークを開催

▲地場産品の出店には多くの観光客が
足を運んでいました

▲松島高校ダンス部の皆さんが躍動感あふれるダンスを披露

▲役場前で空気中放射線量を測定しています

▲観瀾亭で行われた松島寄席では桂米
福さんが会場を沸かせていました

▲磯崎地区のかきの里では「磯崎どっとこ
市場第1回アサリ祭り」が開催されました

▲井澤一朗東北総合通信局長から表彰状を
受け取る大橋町長

　町では、７月１日から町内の空気

中放射線量の測定を開始しています。

　測定場所は、役場前と小中学校、

幼稚園、保育所で、どちらも地表か

ら１ｍと０．５ｍです。役場前では、

土・日・祝日を除く平日、小中学校

等では週１回測定しています。

　測定結果は随時、町のホームペー

ジでお知らせしています。

町内の放射線量　測定開始

　平成 23年度「電波の日」東北総

合通信局長表彰を本町が受賞し、６

月２８日、東北総合通信局の井澤一朗

局長から表彰状を受け取りました。

　今回の表彰は、町内への地上デジ

タル放送中継局設置に合わせ新たな

難視地域を対象に多数の難視対策中

継局を設置し、地域の受信環境改善

に努め、地上デジタル放送の普及促

進に取り組んだ功績が認められました。

「電波の日」
松島町が受賞



4

　

七
夕
の
宵
の
行
事
と
し
て
、
今

年
で
十
五
年
目
を
迎
え
る
『
瑞
巌

寺
灯
道
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
瑞
巌
寺
に
よ
る
東
日

本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
や
地

域
へ
の
「
鎮
魂
と
供
養
」
を
行
う

ほ
か
、
寺
町
に
縁
日
広
場
を
設
け
、

足
湯
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
い
た
だ
き
心
か

ら
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

静
寂
と
精
神
の
世
界

　

初
日
に
は
、
町
内
の
小
学
六
年

生
も
一
緒
に
瑞
巌
寺
参
道
沿
い
の

ろ
う
そ
く
を
一
斉
に
点
火
し
ま
す
。

　

暗
闇
に
灯
り
の
道
が
で
き
る
感

動
的
な
瞬
間
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
町
内
の
小
学
生
が
震
災

か
ら
復
興
に
向
け
た
決
意
や
、
復

興
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
将
来

の
夢
を
込
め
た
吊
り
灯
籠
「
復
興

の
灯
」
が
飾
ら
れ
ま
す
。

寺
町
に
足
湯
が
登
場

　

寺
町
小
路
後
ろ
の
縁
日
屋
台
会

場
に
太
古
天
泉
松
島
温
泉
の
足
湯

が
登
場
し
ま
す
。

　

夏
の
夜
風
に
あ
た
り
な
が
ら
、

足
湯
に
浸
か
っ
て
日
頃
の
疲
れ
を

癒
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
時
間　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

●
場
所　

寺
町
小
路
後
ろ

　
　
　
　

縁
日
屋
台
会
場

●
料
金　

無
料

東
日
本
大
震
災
供
養
祭

●
日
時　

八
月
六
日（
土
）午
後
七

時
三
十
分
〜
、八
月
七
日（
日
）・

八
日（
月
）午
後
七
時
〜

●
場
所　

瑞
巌
寺
延
命
地
蔵
前

※
供
養
後
、
お
札
を
頒
布
（
有

料
）
し
ま
す
。

復
興
ク
ラ
シ
ッ
ク 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　

七
夕
の
夜
に
素
敵
な
音
楽
を
ど

う
ぞ
。

●
日
時　

八
月
六
日（
土
）午
後
七

時
三
十
分
〜
午
後
八
時
三
十
分

●
場
所　

円
通
院
本
堂

●
料
金　

無
料

志
野
流
若
宗
匠
に
よ
る 

香
道
体
験 

　

志
野
流
次
期
家
元
で
あ
る
蜂
谷

宗 

氏
に
よ
る
志
野
流
香
道
を
体

験
で
き
ま
す
。
平
安
時
代
か
ら
続

く
香
道
に
ふ
れ
、
五
感
か
ら
「
癒

し
」
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

八
月
七
日 （
日
）・
八
日

 （
月
）　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

●
場
所　

円
通
院
本
堂

●
料
金　

無
料

芸術銀河2011協賛 
第 57回松島芭蕉祭並びに全国俳句大会作品募集

●日　　時　１１月１３日 （日）　午前９時　受付開始

●場　　所　芭蕉祭（午前１０時）陽徳院本堂　俳句大会（午後１時）中央公民館

●選　　者　石寒太、片山由美子、柏原眠雨、菅原鬨也、鈴木八洲彦、蓬田紀枝子、高野ムツオ（敬称略）

●講演選評　石寒太、片山由美子

●投句方法　３句１組（未発表雑詠・何組でも可、２００字詰原稿用紙使用可、氏名、郵便番号、電話番号明記のこと）

●締 切 日　９月１４日 （水）厳守　（当日消印有効）

●投 句 料　１組につき１,０００円（無記名の定額小為替または現金書留）※一部を義援金とします

●大会当日　松島周辺の嘱目　午後０時３０分締切

●当日会費　１,５００円（ただし、参加者は瑞巌寺庫裏、寶華殿、観瀾亭などを拝観できます）

●顕　　彰　選者賞　宮城県知事賞　宮城県教育長賞　松島町長賞　宮城県俳句協会長賞

●主　　催　松島町　宮城県文化振興財団　宮城県俳句協会

●後　　援　瑞巌寺　宮城県　宮城県教育委員会　塩竈市　松島観光協会　宮城県観光連盟　河北新報社

　　　　　　ＮＨＫ仙台放送局　東北放送　仙台放送　ミヤギテレビ　東日本放送

●投句先および問合先

　〒９８１-０２１５　宮城県宮城郡松島町高城字三居山一５４-５５-４０４　榊原伊美方　

　全国俳句大会係あて　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０２２-３５３-３２０１

第 15 回　瑞巌寺灯道

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏ののののののののののののののの宵宵宵宵宵宵宵宵宵宵宵宵宵宵宵祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭りりりりりりりりりりりりりりり
222222222222222000000000000000111111111111111111111111111111夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏のののののののののののののののとととととととととととととととっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててておおおおおおおおおおおおおおおききききききききききききききき松松松松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島島島島

●日　時　８月６日（土）～８日（月）　午後７時～午後９時

●場　所　瑞巌寺参道周辺、寺町小路、水主町通り、

　　　　　松島海岸駅前広場、観瀾亭

●問合先　（社）松島観光協会　�３５４-２６１８
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８月１５日 （月）　大盆踊り大会

～えがお・えがお・えがおの巻～ 午後 4時～
盆灯籠流し、灯籠流し船
盆踊り・太鼓演奏（松島海岸中央広場）
愛と勇気そして笑顔の音楽会（瑞巌寺参道横）
足湯・縁日広場（寺町駐車場）
線香花火広場（はす池広場）
供養花火（20分程度）
松島発見スタンプラリー
「松島の月」in 観瀾亭　午後 5時 30分～午後 8時 30分

８月１４日 （日）　前夜祭　～松島はうつくしいの巻～ 午後5時～
灯籠流し、灯籠流し船
盆踊り、太鼓演奏（松島海岸中央広場）
月夜の音楽会（瑞巌寺参道横）
線香花火広場（はす池広場）　
足湯・縁日広場（寺町駐車場）
「松島の月」in 観瀾亭　午後 5時 30分～午後 8時 30分

松島 流  灯  会  海の盆
りゅう とう え

Matsushima Ryuutoue Uminobon

松島の海に鎮魂、そして希望の光を灯します

８月１４日（日）～８月１６日（火）
　震災の爪痕が残る松島。例年のような大規模なイベント開催は難しい状況の中で、大人も子どもも自然に笑顔に

なるような、小さいけれど松島だからこそできる情緒あるお祭りを目指しています。なつかしくて新しい松島の夏

祭りをみんなで育てていきませんか。

浴
衣
な
ど
和
装
で
来
場
の
方
へ
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数
量
限
定
）

松島流灯会海の盆ボランティアスタッフ募集

　実行委員会では、ボランティアスタッフを募集しています。

　歴史や文化、美しい自然、新しい視点で松島ならではの魅

力を発信する新しい祭りを皆さんで創り上げてみませんか。

●参加資格　１５歳以上 （１８歳未満についてはボランティア

サークルやクラブ活動などの団体での受け付けをします）

●活動期間　８月１３日 （土）  ～８月１6日 （火）  の 4日間、ま

たはその中の都合の良い日

詳しくはホームページをご覧ください。

灯籠申し込み受付中
　恒例の灯籠流しの灯籠申込みを受け付けしています。松島の海に供養、

鎮魂、そして希望の光を灯しましょう。

● 供養灯籠　１,０００円　● 義援金付灯籠　２,０００円

●申込み　当日、会場での受け付けのほかに、ホームページ、銀行振込、

現金書留、観光協会での直接申込みができます。詳しくはホームペー

ジでもご覧いただけます。

親子で盆踊りの練習会に参加しよう
　松島流灯会海の盆では３日間盆踊りを行います。

実行委員会では皆さんに楽しく盆踊りを踊っていた

だくため、練習会を開催します。親子での参加をお

待ちしています。

●日時　８月 8日（月）、１0日（水）

　　　　午後 6時 30分～８時まで

　※お好きな時間にご参加ください。

●場所　中央公民館大集会室

●申込み不要です

 【問合先】
実行委員会事務局　松島観光協会　
�３５４－２６１８
産業観光課商工観光班
�３５４－５７０８
詳細はホームページでもお知らせしています。
http://uminobon.jp

８月１６日 （火）　大施餓鬼会　鎮魂の光・希望の光 午後 5時～
灯籠流し、灯籠流し船
盆踊り（松島海岸中央広場）
瑞巌寺大施餓鬼会（松島海岸中央広場）
供養花火（20分程度）
足湯・縁日広場（寺町駐車場）

※
荒
天
の
場
合
は
一
部
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
ま
す
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平成２３年度の総合健康診断を下記のとおり実施します。

●会　　場　保健福祉センター　どんぐり

●受付時間　午前７時～午前１０時（４日のみ午前 11 時まで）

●送迎バス　ご利用になられる方は、下記発着所までお越しください。

　　　　　　行きは各発着所午前７時３０分出発、帰りは保健福祉センターより随時出発します。

　　　　　　なお、途中での乗降はご遠慮ください。

平成23度　

総 合 健 診 の ご 案 内

送迎車発着場所対　象　地　区健診月日

蒲サブセンター 7:３０→上竹谷生活センター

7:４０→上幡谷地内バス停 7:５０
幡谷地区（上幡谷）

上竹谷地区・下竹谷地区・北小泉地区

初原地区・桜渡戸地区

９月１日（木）
中島バス停 7:３０→上初原住宅前バス停 7:３５

→健康館 7:４０

役場高城地区（西柳１・２・高城１・２・３

新３・高城４・５・高城中）
９月２日（金）

高城中央広場

送迎はありません仕事等でどうしても平日に受けられない方９月４日（日）

漁協スタンド磯崎地区（１～５）９月５日（月）

小石浜バス停 7:２０→松島海岸駅前 7:２５→

菓匠三全駐車場 7:３０→松島駅前 7:４０松島地区９月６日（火）

菓匠三全駐車場 7:２０→普賢堂バス停 7:２５

明神地区コミュニティー消防センター 7:30 →

第二小学校向い側（サンクス側）7:35 →

新橋バス停 7:40

本郷地区９月７日（水）

役場高城地区（高城６・新６・割波・割波２・

光陽台・高城７・８・９・１０）
９月８日（木）

高城中央広場

手樽生活センター 7:30 →名込 7:35 →

元手樽 7:40手樽地区

根廻地区
９月９日（金）

古浦 7:30 →三浦 7:35 →左坂 7:40 →

根廻公会堂 7:45（各バス停）

華園集会所前
磯崎地区（６～１０）９月１２日（月）

白萩会館前

品井沼農村環境改善センター 7:３０→

農村婦人の家 7:４０

幡谷地区（小ケ谷・明神崎・新田・くぬぎ台

品井沼１・２・中通）
９月１3日（火）

★下記日程については、午前の受付時間に加えて午後の時間帯も実施します。

　対象地区以外の方でもかまいません。

　　ただし、午後は胃がん検診は実施しませんので、ご注意ください。

　９月１3日 （火）　・・　午後１時～午後３時 、午後５時～午後７時 も実施

【総合健診・送迎等に関する問い合わせ先】

保健福祉センター　どんぐり　　�３５５-０７０３
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　わたしたちの健康をおびやかす生活習慣病は、とくに自覚症状がなく進行するので、異常を確認するためには、毎

年の健診が欠かせません。健診は目に見えない体の状態や変化を知り、生活習慣を見直すよい機会です。

　年に１回行われる健康診査は、忘れず受診しましょう。

料　金対象者検（健）診名

胸部レントゲン : 無料

喀痰検査：１,０００円

６５歳以上の方結核検診

４０歳以上の方肺がん検診

無　料４０～７４歳の国民健康保険加入者特定健診

無　料
７５歳以上の方

 65 ～ 74 歳までで後期高齢者医療保険に加入の方
お達者健診

1,500 円１８～３９歳の方青年健診

1,600 円３０～６９歳の方
胃がん検診

1,000 円７０歳以上の方

500 円４０歳以上の方大腸がん検診

1,000 円 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性骨粗しょう症健診

1,800 円上記以外の 40 歳以上の方（男性を含）骨量測定

1,800 円５０歳以上の男性前立腺がん検診

800 円 40 歳の方、今まで受けそびれた 40 歳以上の方肝炎ウィルス検査

年に一度は、体の点検とお手入れを忘れずに !

※世帯主が会社に勤めている扶養家族の方は、世帯主が加入している医療保険で特定健診を受診しますが、

医療保険者（協会けんぽ、健保組合、共済組合、国保組合等）が発行する「受診券」と「被保険者証」及

び各医療保険で定める「一部負担金」を持参いただくと、９月の総合健診（松島町保健福祉センター）で

受けることができます。ご確認ください。

※健（検）診のお申し込みがまだの方は、下記へご連絡ください。

　　　松島町町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５－０７０３

総合健診のとき、希望があれば
下記の3つの項目を追加で受けられます。
～　医師の判断により、検査が必要とされた場合を除きます　～

　① . 心電図検査　　１,０００円
　　　　　　　 　     　（心臓が正常に機能していることを確認する検査です。）

　② . 眼 底 検 査　　   ６００円
　　　　　　　　　  　（眼の内側にある血管を見て動脈硬化等を確認します。）

　③ . 貧 血 検 査　　   ４００円
　　　　　　（血液のなかの赤血球や血色素量を調べます。）
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災
害
対
策
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ト
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ク
ス

災
害
対
策
本
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

新
た
な
歩
み
を
一
歩
ず
つ

新
た
な
歩
み
を
一
歩
ず
つ

①
末
松
義
規
内
閣
府
副
大
臣
が
七

月
四
日
、
被
害
状
況
の
視
察
の
た

め
来
町
し
ま
し
た
。
ま
た
町
内
の

観
光
・
漁
業
関
係
者
を
交
え
て
、

松
島
町
の
復
興
に
向
け
た
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

②
七
月
十
四
日
に
、
岐
阜
県
大
垣

市
か
ら
小
川
敏
市
長
が
来
町
し
、

災
害
見
舞
金
を
頂
き
ま
し
た
。

③
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
と
三
浦

秀
一
副
知
事
に
七
月
十
三
日
、
高

潮
対
策
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

④
七
月
十
一
日
に
、
松
島
町
の
夫

婦
町
で
あ
る
秋
田
県
に
か
ほ
市
の

自
治
会
長
の
皆
さ
ん
約
五
十
人
が
、

が
ん
ば
れ
夫
婦
町
、
松
島
復
興
応

援
研
修
会
で
来
町
し
ま
し
た
。

⑤
外
務
省
と
の
連
携
に
よ
り
韓
国

報
道
関
係
者
へ
七
月
十
六
日
、
松

島
町
の
復
興
の
様
子
や
元
気
な
姿

を
伝
え
ま
し
た
。

⑥
利
府
松
島
商
工
会
青
年
部
主
催

に
よ
る
被
災
地
支
援
事
業
と
し
て
、

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
サ
ッ
カ
ー
教
室
が

七
月
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
行

わ
れ
た
教
室
に
は
コ
ー
チ
と
し
て
、

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で

元
日
本
代
表
の
平
瀬
智
行
さ
ん
と
、

名
良
橋
晃
さ
ん
が
登
場
。
町
内
の

小
学
生
を
含
む
約
百
人
の
児
童
が

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

⑦
松
島
町
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
三
十
四
人
の
参
加
者
が

七
月
九
日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で

漁
港
の
清
掃
や
、
町
内
の
農
・
漁

業
関
係
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

⑧
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
を
バ
ス
ガ

イ
ド
が
歌
う
、
は
と
バ
ス
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
六
月
二
十
八

日
に
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
行
わ

れ
、
東
京
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
を
含

め
約
百
五
十
人
が
会
場
に
足
を
運

び
ま
し
た
。

⑨
東
日
本
大
震
災
慰
問
演
奏
会
と

し
て
神
戸
市
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
七
月

二
日
に
来
町
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

ど
を
含
め
約
十
曲
を
マ
リ
ン
ピ
ア

松
島
水
族
館
で
演
奏
し
ま
し
た
。

⑩
⑪
名
古
屋
港
水
族
館
か
ら
震
災

復
興
援
助
と
し
て
、
熱
帯
海
域
に

生
息
す
る
ウ
ミ
ガ
メ「
タ
イ
マ
イ
」

二
頭
と
ク
マ
ノ
ミ
約
八
十
尾
が
、

六
月
三
十
日
に
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島

水
族
館
に
寄
贈
さ
れ
、
訪
れ
た
観

光
客
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

①①②②

③③④④⑤⑤

⑥⑥⑦⑦⑧⑧

⑨⑨⑩⑩⑪⑪

　

松
島
町
の
復
興
・
発
展
の
た
め
に
、
国
内
外
の
各

地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
訪
れ
活
動
・
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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東日本大震災に伴う町の被害状況　（平成２３年７月１２日現在）

●人的被害　町民で亡くなった方 １５人
（町内で２人、町外で１３人）
　　　行方不明者  １人（身元確認中）
　　　重傷者  ３人
　　　軽傷者  ３４人

●避難所・避難者
42 人（町民 0人、東松島市 42人）
■役場管理避難所
　品井沼農村環境改善センター

●波高　３．２ｍ（１６時１３分　松島町第１波到達）　　
　　　　３．８ｍ（１６時４０分　松島町第２波到達）
●津波による浸水面積　　２ km2（国土地理院計測・概略値）
●家屋等被害
全壊  ２０８戸（調査継続中）
大規模半壊 ３１３戸（調査継続中）
半壊  ９１４戸（調査継続中）
一部損壊 １， １２５戸（調査継続中）
※上記のうち 床上浸水　　1８３戸（調査継続中）　
　  床下浸水　　7８戸（調査継続中）

町民生活支援 
チャリティー 

募金額３２４,６７６円

　日本赤十字社宮城県支部へ全額
送金しました。
　皆さまの善意ありがとうございま
した。

　

　利府松島商工会・青年部・女性部

から寄付金を、また、宮城中央森林

組、山崎緑化工業（有）、松島町林業

経営研究会から義援金を頂戴しまし

た。

　６月２６日に開催された前進松島

まつの市の売上金の一部が、義援

金・寄付金に含まれています。

　

　北海道帯広市内の小・中学生から、

明るいイラストが入った心温まる

メッセージとともに車いす４台が届

きました。

　カフェベイランド、観瀾亭、保健福

祉センター、役場庁舎の4カ所に常

備し、歩行が不安定な方々のために

役立てます。

ご支援ありがとうございます 

７月１２日現在でご支援をいただいた皆さまです。（４月号～７月号掲載以外の

方々、敬称は省略させていただきました）
寄付金

三瓶吉人、石川県中能登町議会議員一同、宮城中央森林組合、山崎緑化工業㈲、松島町林業経営研究会、松島テ

ニス協会、平塚正好

義援金

笛木正明、㈱東日本ハウス、東京都居酒屋茶花、曹洞宗、宮城県議会議員一同、フク．サンケイシンブンシャ、

ホテル大松荘、㈱ニック、ウチミタクミ、カメオカメグミ、イケザワタクロウ、シブヤナオ、イマイズミタカヒ

ロ、アオヌマヤスヒロ、タカツアスカ

支援物資

㈱リベルタ・ラヴェルタ、 ㈱ジャストシステム、宮城県教育庁、外国人子ども・サポートの会、大震災出版対策

本部、おはなしお届けほんプロジェクト、 ㈱学研、㈱ジャイアント、ダイキン工業㈱、三菱化学㈱、セイコーエ

プソン㈱、三菱化工機㈱、㈱ＦＳＣ、ホシザキ東北㈱、大日本印刷㈱、大和ハウス工業㈱、新日本法規㈱仙台支

社、 ㈱宣成社（鷹取教会）、北海道帯広市内の小中学生児童で構成する団体、東亜建設工業㈱東北支店、興和商事

㈱、Kathleen Paul、日宝建設工業㈱、上州竹とんぼの会

　このほか、多くの個人や匿名の方からご支援・ご協力をいただきました。記入漏れやお名前に間違いがありまし

た場合には、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。
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松島町商工業災害再建資金貸付制度について
　今回の震災により被害を受けた商工業者の再建を目的に、松島町商工業災害再建資金の貸付けを行います。

●対象者　次の要件１をすべて満たし、かつ地震による被害状況が要件２のいずれかに該当する商工業者の方

要件１　（①から③まですべて満たすこと　）

　①商工業者（法人にあっては、その代表者）が松島町内に１年以上継続して住所及び事業所又は店舗を有する方

　②常時使用する従業員の数が５人以下の方

　③町税を完納している方又は完納する見込みのある方

要件２　（①か②どちらかを満たすこと　）

　①事務所又は店舗が全壊、大規模半壊又は半壊の被害を受けている方

　②主要な事業用資産が地震により著しい損害を受けている方

●貸付限度額　１００万円

●資金の使途　次のいずれかによるものとします。

　①地震の影響から経営の安定を図るための運転資金

　②被害対応のために必要な資金

●償還期間　１０年（据置期間はそのうち３年） ●貸付利息　無利息

●受付期間　8月 9日 （火）から

●償還方法　年賦又は半年賦の均等償還

●その他　資金の貸付を受ける際は連帯保証人１人が必要となります

●申込み・問合先　産業観光課商工観光班　�０２２‐３５４‐５７０８

松島町復興支援定住促進事業補助金制度について
　今回の震災により被災された方の復興の支援と定住促進を図るため、町内に住宅を

取得する方に対し、松島町復興支援定住促進事業補助金を交付します。

●対象者　次の要件をすべて満たす方

①町民で今回の震災により住宅が半壊以上の被害を受けた方、又は町外から松島町に転入する方

②平成２３年３月１１日以後に定住（５年以上住民登録される方）を目的として町内に新築住宅又は

　中古住宅を取得する方

③補助金の交付を受けようとする年度の前年度に、納付すべき町税等の滞納のない方

　（転入者にあっては従前住所地において市町村税等の滞納のない方）

●対象経費 

　新築住宅取得又は中古住宅取得に要した費用

●補助金の額

①取得費用の１０パーセント以内で、最大５０万円（中古住宅は２５万円）を交付。

②町内建築業者を利用した場合は、５０万円を加算し、最大１００万円（改修を伴う中古住宅は７５万円）を交付する。

●事業の期間　平成２３年７月１日～平成２６年３月３１日

●補助金の申請　申請書に次の書類を添えて申請してください。→住民票（世帯全員）、位置図及び平面図、住宅取

得価格を示す契約書の写し、納税証明書（世帯員を含む。転入者は前住所地のもの）下請施工業者等内訳書

●受付・問合先　企画調整課まちづくり支援班　�０２２‐３５４‐５８０９

東 日 本 大 震 災 関 連 の お 知 ら せ
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災害義援金の 2次配分について
　このたび、災害義援金と県義援金が２回目の配分会議により以下のとおり決定しました。※印が新たに追加された
対象です。２次配分の支給は、８月上旬から順次開始します。１次配分の手続きを済ませた方は、新たな手続きは不
要です。

※今後も寄せられた義援金の配分会議を受け、支給額や範囲が変動する場合もあります。

○災害義援金（日本赤十字社等を通じて全国から寄せられた義援金と宮城県義援金）

対象となる方：死亡者・行方不明者、震災孤児、住宅が全壊・大規模半壊・半壊。

＜二次配分で、新たに追加された対象＞

①母子・父子家庭世帯、住宅が半壊以上

　（震災により配偶者が死亡し母子・父子世帯となった者を含む。対象児童は、H4.4.2 ～ H23.3.11までに出生した方）

②入所する施設が震災で大規模半壊以上の被害を受けた高齢者、障害者など（※所在市町村で申請となります。）

　対象見込み施設：不老園・すみちゃん家・やすらぎ（東松島市）、桜花（多賀城市）、さくら荘の家（塩釜市）など

○日本財団

日本財団から、今回の震災で死亡者・行方不明者の方のご遺族に対し、弔慰金として支給。

○町民生活支援義援金（県内外の多くの支援者から、松島町民に寄せられた町単独義援金）

対象となる方：死亡者・行方不明者、重傷者、住宅が全壊・大規模半壊・半壊。

重傷者は、地震により負傷し医師の治療を受け、１ヶ月以上の入院治療を要した方。

※支給対象者や基準は、松島町町民生活支援義援金配分委員会で決定されます。

○松島町災害見舞金（町単独見舞金）

対象となる方：死亡者・行方不明者、重傷者、住宅が全壊・大規模半壊・半壊及び新卒内定取消者。

新卒内定取消者は、今回の震災により採用が決まっていたものの内定を取り消され、かつ就職が決定していない方で

す。

●問合先　町民福祉課福祉班　�０２２‐３５４‐５７０６

申請者

（受取者）

二次配分一次配分

対象世帯
県義援金

災害義援金

( 日赤等 )
計県義援金

災害義援金

( 日赤等 )・

弔慰金

町見舞金町義援金計

災害弔慰金の

順位に準じる
0500,000500,000150,000400,00050,00050,000650,000

死亡・行方不明者の

いる世帯
1

本人若しくは

家族の方
000100,000000100,000

災害障害見舞金対象

者
2

本人若しくは

家族の方
0000020,00030,00050,000重傷者のいる世帯3

世帯主50,000500,000550,000100,000350,00055,00045,000550,000全壊世帯4

世帯主30,000470,000500,00070,000180,00045,00025,000320,000大規模半壊世帯5

世帯主30,000270,000300,00020,000180,00035,00015,000250,000
半　　壊

（大規模半壊除く）
6

0000050,000050,000
新卒内定を取り消さ

れた方
7

00050,00000050,000
震災でご両親を失っ

た児童
8

200,0000200,00000000
※母子・父子世帯で

半壊以上
9

100,0000100,00000000

※高齢・障害者等が入

所する施設等が震災

で被害を受けた場合

10

（単位：円）

東日本大震災関連のお知らせ
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後期高齢者医療からのお知らせ
　宮城県後期高齢者医療広域連合より下記のとおり減免基準が示され、広報まつしま６月号別冊に記載しました「後

期高齢者医療保険料の減免措置」の内容に変更が生じたため、お知らせします。

減免基準・減免割合
■　住宅の損害

■　死亡・傷病等

■　主たる生計維持者の収入の減少等

　　※対象保険料額に各区分による減免割合を乗じて得た額

■　原発事故に伴い、避難した等の被保険者

・必要書類：減免事由の事実を確認できるもの（り災証明書等）

・申請期限：平成２４年３月１１日

※減免基準・減免割合についての詳細はお問い合わせください。

※平成２３年７月１４日（木）まで保険料減免申請された方には、８月中旬以降に通知が届きますので、ご確認願いま

す（７月中旬にお送りしました保険料額決定通知書には、当初から減免後の額を反映することができませんでした。）

●旧被保険者証について

　今年度、宮城県後期高齢者医療広域連合では、旧被保険者証（有効期限が平成23年7月31日までのもの）の一斉

回収を行わないことに変更となりました。旧被保険者証は有効期限（平成23年 7月 31日）が過ぎましたら、破棄して

いただきますようお願いいたします。

●一部負担金等免除申請について

　今回の震災により、医療機関等での一部負担金等の免除について、まだ免除申請をされていない方は、窓口で受

付しております。（免除基準等、詳細は広報まつしま６月号をご覧ください）

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�０２２‐３５４‐５７０５　　　宮城県後期高齢者医療広域連合　�０２２‐２６６‐１０２１

減　免　割　合損　　害　　程　　度対　　象

全　　部全　　壊
①

主たる生計維持者が居

住する住宅 ２分の１半壊 ( 大規模半壊含む。)

減　　　免　　　額事　　　由対　　象

同一世帯に属する被保険者の保険料全部

死　　　亡
②

主たる生計維持者 重篤な傷病

行 方 不 明③

被保険者本人の保険料全部
行 方 不 明

④
主たる生計維持者以外

の被保険者本人 重篤な傷病

減　免　割　合損　　害　　程　　度対　　象

全　　部

１ 避難指示 (２０㎞圏内 )

⑥
福島原発事故により避

難した等の被保険者

２ 屋内退避 (２０～３０㎞圏内 )

３ 計画的避難区域・緊急時避難準備区域

４ 屋内退避指示が解除され、３に該当しない区域

５ 特定避難勧奨地点

　( 線量が２０msv を超えると推定されるとして特定した住居 )
⑦

減　　　免　　　額対象保険料額対　　象

全　部３００万円以下であるとき　被保険者の保険料額にその者の属する
世帯の主たる生計維持者及び当該世帯に
属する全ての被保険者につき算定した前
年の総所得金額等に占める減少すること
が見込まれる当該収入に係る前年の所得
金額（２以上ある場合はその合計額）の
割合を乗じて得た額

⑤主たる生計維持者

１０分の８３００万円を超え４００万円以下であるとき

１０分の６４００万円を超え５５０万円以下であるとき

１０分の４５５０万円を超え７５０万円以下であるとき

１０分の２７５０万円を超え１,０００万円以下であるとき

全　部事業等の廃止や失業

東日本大震災関連のお知らせ
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被災された産婦さんへの義援金（ケショ※）の支給について
　東日本大震災で被災された岩手県、宮城県、福島県の産婦に対して、（財）家族計画国際協力財団（ジョイセフ）から、

義援金が支給されます。対象者の方は、ジョイセフに直接申込みしてください。

【対象者】　被災時に岩手、宮城、福島３県に住民票があった被災者（居住する家屋が「全壊」または「半壊」した方、ま

たは「警戒区域」に居住していた方）で、平成 23年 3月 1日～ 12月 31 日に出産した女性

【支給金額】　一人あたり50,000 円

【申請方法】　下記の書類をジョイセフに送付する。（郵送のみ受け付け）

①罹災証明書等　　　　②住民票等

③母子健康手帳の出生届出済証明（公印付）のコピー　　④義援金（ケショ）申請書

※申請書の入手方法…ジョイセフのホームページからダウンロード・FAX・郵送

（保健福祉センターにもありますので、必要な方はご連絡ください。）

【申込期限】　平成２４年２月２９日（必着）

＊但し、義援金の資金が終了した場合は、支給を早期に締め切ることもありますので、ご了承ください。

●申込み・問合先

〒１６２-０８４３　東京都新宿区市谷田町 1-10　保健会館新館　国際協力 NGOジョイセフ「ケショ」担当　宛

�０３‐３２６８‐３１７２　Fax０３－３２３５－９７７６　　E-mail　kesho@joicfp.or.jp

※ケショとはアフリカで広く使用されているスワヒリ語で「あした」を意味します。被災された妊産婦さんにとっ

て、生まれてくる赤ちゃんにとって、一日一日がよりよい「あした」になりますようにとの、世界中の人びとの

思いが込められたものです。

災害廃棄物仮置き場搬入に 
おける休みについて

　下記期間により（木材、可燃を含むその他

全ての）災害廃棄物の搬入を休みとさせてい

ただきます。

平成２３年８月１３日（土）～ 
　　　８月１６日（火）
ご協力よろしくお願いします。

●問合先　総務課環境防災班

　�０２２‐３５４‐５７８２

塩釜税務署からのお知らせ
　この度施行された震災特例法により、住宅・家財・事業用資産等に
被害を受けられた方については、税務署よりお手続きをしていただ
くことにより、平成２２年分にさかのぼって所得税等の減免措置を受
けられる場合があります。
　税務署では、次の日程により、お手続きに関する個別相談会を開
催しますので、ご利用ください。
●会　　場　マリンゲート塩釜　３階マリンホール（塩釜市港町１‐４‐１）
●開設期間　８月２２日（月）～　（土・日・祝日を除く）
●開設時間　午前９時～午後４時
●問  合  先　塩釜税務署　�０２２‐３６２‐２１５１（代表）
　　　　　　自動音声の番号案内に従って「２」番を選択してください

東日本大震災関連のお知らせ

介護保険に関するお知らせ
　東日本大震災により被災した方に対する介護保険料及び利用料の減免については、すでに広報まつしま「６月号別

冊」にてお知らせしていましたが、内容に変更が生じましたのでお知らせします。

●介護保険料

●介護保険利用料

※上記の減免申請がまだお済みでない方は印鑑及び申請に必要な書類をご持参の上、申請ください。

●問合先・申請先　町民福祉課健康長寿班　介護保険担当　（保健福祉センター　「どんぐり」）　�０２２‐３５５‐０６７７

申請に必要な書類免除割合損害割合対　　象　　者

り災証明書その他これに準ずる証明書
全部全壊当該被保険者又はその属する世帯の生計維持者が住

宅、家財、又はその他財産に著しい損害を受けた者 ２分の１大規模半壊・半壊

申請に必要な書類免除割合損害割合対　　象　　者

り災証明書その他これに準ずる証明書全部
全壊・大規模半壊・

半壊

①当該被保険者又はその属する世帯の生計維持者が

住宅、家財、又はその他財産に著しい損害を受けた者

②～⑦　主たる生計維持者の死亡・重大な障害・長期入院・失職・収入がない方・原子力災害特別措置法による避難者に該当にな
る方等については「６月号別冊」のとおりで、全部免除となります。
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６月２７日（月）　畑の肉「豆腐作り教室」

　手樽地域交流センターで、手樽分館との共催事業とし

て JA仙台松島支部女性部の方を講師に迎え、畑の肉「豆

腐作り教室」を行いました。

６月２５日（土）　スポーツ少年団入団式

　スポーツ少年団の入団式が第二小学校体育館で行わ

れました。現在、町内では１４チーム２７３人の児童がス

ポーツ少年団として活動しており、当日はアトラク

ションとしてドッヂビーが行われました。

７月１３日（水）　社会を明るくする運動

　犯罪や非行の防止・更正を考える、第６１回社会を明

るくする運動中央推進委員会委員長の江田五月法務大

臣からのメッセージを、松島町の佐藤義夫保護司（写

真：左から 2番目）から大橋町長に手渡されました。

7 月 18日（月・祝）　本郷ふれあいセンター落成祝賀を開催

　本郷ふれあいセンターの落成祝賀会が７月１８日に開

催され、区民など約１００人の参加者が地域活動の拠点施

設の完成を祝いました。

　白井卓二区長が「地域の絆を結ぶ中核施設として有効

に活用し、本郷区の未来につなげたい」と挨拶。大橋町

長は「積極的に利用し地域コミュニティの活性化に役立

ててほしい」と祝辞を述べました。

農業農村整備優良地区コンクール

　５月２３日に行われた農業農村整備優良地区コンクー

ルの席上で、鶴田川沿岸土地改良区松島東部地区が農業

生産基盤整備部門全国水土里ネット会長賞を受賞しま

した。同地区は、農業農村整備事業の推進に従事した功

績が認められました。

松島町農業委員会委員が決定

　新しい松島町農業委員会委員が次の方々に決定しま

したので紹介します。任期は平成２３年７月２０日から平

成２６年７月１９日までです。

（敬称略・（　）内は担当地区）

佐々愼一（片町・新田町・猪里沢・竹谷・品井沼（団体

推薦））、森山寿行（下竹谷（議会推薦））、渥美喜弘（左

坂・三浦（団体推薦））、鈴木美喜子（前根廻（議会推

薦））、阿部良春（後根廻・本郷）、丹野信男（中通・上

幡谷（団体推薦））、大友忠（小ヶ谷・明神崎・幡谷・品

井沼）、山崎辰男（北小泉）、林裕志（磯崎）、菊地善正

（高城・松島）、内海博之（桜渡戸）、赤間幸雄（初原）、

0 橋久（元手樽・早川・名籠・古浦）、早川節男（大倉・

土手外）、安住嘉雄（町全域総括）
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お世話になりました　米川稔教育長が退任

　米川稔氏が 6月 26日をもって、松島町教育委員会教育

長を退任されました。

　米川氏は平成19年 6月 27日より教育長に就任し、長年

の懸案であった第一小学校体育館の建設に尽力されるな

ど、松島町の子どもたちの教育、そして松島の教育の発展

に多大なる貢献をしていただきました。

お世話になりました 西村晃一副町長が退任

　西村晃一氏が宮城県の7月の人事異動に伴い、6月30

日をもって松島町副町長を退任されました。

　西村氏は平成20年10月7日より副町長に就任し、松

島町の地上デジタル放送化や松島もっともっとＰＲ事

業など、松島町の発展に多大なる力を注いでいただき

ました。現在は、宮城県教育委員会生涯学習課長に着

任しています。

根廻地区を地域福祉避難所に指定

　松島町社会福祉協議会（遠山勝雄会長：写真左）では、根廻地

区地域福祉推進協議会（阿部滋会長・小島等根廻分館長）を、地

域福祉避難所の第１号に指定し、水タンクや寸胴鍋などの備品を

配備しました。

　遠山会長は「今回の震災で、根廻地区の避難所は明るく、今後

の避難所のあるべき姿を学ばせてもらいました。今回配備する

備品を有効に活用し、他の地域のお手本となってほしい」と挨拶。

阿部会長は「避難所では普段の訓練を元に、避難している人が不

安を抱かないように努力しました。配備された備品を大事に使

わせていただきたい」と話していました。

　「地域福祉避難所」とは、災害が発生した場合に、介護、支援

を必要とする高齢者と健常な高齢者を同一居住空間に共存させ、

さまざまな精神障害の発生を未然に防止するものです。 ▲指定書を手にする阿部会長（中央）と小島分館長（右）

ＡＬＴにルーク・ブラッドリー先生

　７月１１日付けで、新しいＡＬＴ（外国語指導助手）と

してルーク・ブラッドリー先生が着任しました。

　ルーク先生は、ニュージーランド出身で、バスケットの

ナショナルチームでプレイしたこともあるスポーツマン。

英語だけではなく、母国ニュージーランドの文化などた

くさんのことを子どもたちに伝えたいと、はりきってい

ます。

教育長に小池滿氏

　6月 27日付けで、松島町教育委員会教育長に小池滿

氏が就任しました。

　小池教育長は、旧牡鹿町立大原中学校長、塩竈市立第

二中学校長などを歴任し、平成２２年３月に利府町しら

かし台中学校を退職。

　豊富な経験を基に、松島町の震災復旧をはじめとす

る教育行政の課題に取り組みます。
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松島高校ダンス部　全国大会出場

　松島高等学校のダンス部が、６月１７日に行われた東北地

区予選を勝ち抜き、７月２７・２８日に東京で開催された全

国高等学校ダンスドリル選手権大会のヒップホップラージ

部門（人数が１２人以上）への初出場を果たしました。

　現在、ダンス部には４２人の部員が所属。部員の皆さんは、

大会だけではなく町内のイベントにも参加してダンスを披

露しています。また、震災時には避難所に避難している

方々と一緒に体操をするなど、地域貢献の活動にも力を入

れています。

米寿おめでとう
（7月の敬老祝い金贈呈者）

◆小野靜江さん（松島）　

◆加藤みつ子さん（高城）

◆丹野良子さん（手樽）

寄付・寄贈
町へ
◆伊藤とみ子さん
　（高城）より
五大堂周辺を描いた

油絵１点

ふるさと納税
門田成喜さん（広島県福山市）　　

５００,０００円
門田淑枝さん（広島県福山市）　　

５００,０００円
宮崎洋一さん（福岡県福岡市）　　　

３０,０００円

▲東北地区予選を勝ち抜いたダンス部の皆さん

Ｂ&Ｇ海洋センター災害復旧修繕助成決定

　Ｂ&Ｇ海洋センターが、震災により正面玄関やスロープ、外構などが被害を受け、改修が必要になりました。

　この度、当施設がＢ&Ｇ財団の地域海洋センター災

害復旧修繕助成該当施設として決定し、７月２０日にＢ

&Ｇ財団の広渡英治専務理事より助成決定書が授与さ

れました。

大場武夫さん （磯崎）

　大場さんは、長年にわたり警察官

として地域の安全に大きく貢献され

た功績が認められました。

　松島町地域学校

安全指導員（ス

クールガード・リー

ダー）として児童

生徒の安全を見

守っている大場武

夫さんが瑞宝単光

章を受賞しました。

小島進さん（根廻）松本平三さん（高城）

　松本さんは、町の工業統計調

査員として長年にわたり尽力さ

れた功績が認められました。

　平 成 23 年

春の叙勲伝達

式の席上で、

松本平三さん

が瑞宝単光章

を受賞しまし

た。

陸上自衛隊東北補給処船岡弾薬

支処等で長年にわたり弾薬業務

に尽力された功績が認められま

した。

　平 成 23 年

春の叙勲伝達

式の席上で、

小島進さんが

瑞宝単光章を

受賞しました。

　小島さんは、

春の叙勲
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消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活ココココココココココーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナーーーーーーーーーー消費生活コーナー 《売ります！買います！温泉
付き有料老人ホームの利用》

　～多発している「劇場型」投資トラブル～

　温泉付き有料老人ホームの運営会社からパンフレットが送られてきた数日後、別の会社から「老人ホームの利用権に関する

資料が届きましたか」と電話があった。「資料は 500 名にしか送られていない。我が社も利用権が欲しいがパンフレットが届い

ていないので買えない。一口 20万円だが我が社が 40万円で買い取りたい」と言われ、よい話だと思ったので 5口買うことに

した。その後買い取ってもらおうと電話をするともっと買い足すように勧められ、次々と買い足して合計 1000 万円購入した。

さらに買う約束をしていたが、事情を知った息子に叱られた。騙されたのだろうか。

ＰＯＩＮＴ　▲販売業者とは別の業者に「高値で買い取る」と持ちかけられ、実際に買い取られたという事例は 1件も確認さ

れていません。「年に数パーセントの配当金が受け取れる」「出資者は優先的に入居できる」また震災に乗じて「震災被害者に

利用してもらう予定」「被災者の入居申し込みが殺到している」などと勧誘されるケースもあります。

▲類似例として「未公開株・上場したら必ず 4倍になる」「海外エビ養殖に月々の配当金有り」「海外通貨」「水資源の権利」等

さまざまな手口で多発している「劇場型」の投資トラブルが後を絶ちません。

悪質業者への対策・・・日ごろから気をつけましょう・・・

　「甘い話にはワナがある」と思いましょう。世の中に楽をしてお金がもうかるようなおいしい話はありません。おいしい話ば

かりをして、リスクについて何も説明をしない業者はまず疑ってかかりましょう。

●問合先

震災に関連した相談は国民生活センター　�０１２０-２１４-８８８

仙台弁護士会「弁護士による震災に関する無料相談」　�０１２０-２１６-１５１

消費生活相談　　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分

　　　　　　　　　　　　　　（第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます）

　　　　　　　　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４－５７０８

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）
おすすめの本　　　「カササギたちの四季」道尾　秀介　著
　リサイクルショップ ･カササギは社長の華沙々木と元同級生 ･日暮だけの小さな店。

しかも、商売そっちのけで謎解きに首をつっこむ社長と、客の押しに弱い店員では赤

字経営からは抜け出せそうもない。そこにワケあり中学生の奈美も加わり、客の家庭

事情に踏み込んでしまい…。

　従来の著者の作品とは違い、ちょっと軽めの人情ミステリー。

《　新刊紹介　》
「エチュード」  今野　　敏　著

「プライド」  真山　  仁　著

「偽億」  平山　瑞穂　著

「幸せ上手」  渡辺　淳一　著

「トイレの神様」  植村　花菜　著

「影法師」  百田　尚樹　著

「マネジメント」 　　　　　　 P.F. ドラッカー　著

「勝手にふるえてろ」 綿矢　りさ　著

《　児童書の新刊　》
「しずくちゃん⑭」　　　　　　 ぎぼ　りつこ　絵

「ふうせんくまくん」　　　 あきやま　ただし　絵

《  図 書 室  》

●平　日　　　　１０：００～１８：００

●土・日・祝日 １０：００～１６：００

●休館日  月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４‐４０３６

利用者カードが新しくなりました。切り替えはお早めに！
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募 集募　集

自衛官募集

一般曹候補生（第２回）

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付期間　

８月１日（月）～９月９日（金）

●試験日　１次：９月１７日（土）

２次：１０月６日（木）～１３日（木）まで

の指定する１日

●合格発表　１次：９月３０日（金）

　最終：１１月１０日（水）

●入隊

　平成２４年３月下旬～４月上旬

自衛官候補生（男子）

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付期間　

　年間を通じて行っています

●試験日　受付時にお知らせします

●合格発表　

　試験時にお知らせします

●入隊　

　採用予定通知書でお知らせします

自衛官候補生（女子）

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付期間　

　８月１日（月）～９月９日（金）

●試験日　９月２５日（日）～２８日

（水）までの指定する１日

●合格発表　１１月１０日（木）

●入隊

　平成２４年３月下旬～４月上旬

航空学生（海上・航空）

●資格　

高卒（見込含）２１歳未満の者

●受付期間　

８月１日（月）～９月９日（金）

●試験日　１次：９月２３日（金）

２次：１０月１５日（土）～２０日（木）

のうち指定する１日

３次：１１月１２日（土）～１２月１５日

（火）のうち指定する日（海上は１

日、航空は約５日間）

●合格発表　１次：１０月７日（金）

　２次：海上　１１月８日（火）

　航空　１１月４日（金）

●試験日　９月２５日 （日）

●採用予定者数　大学の部・高校の

部併せて１２名程度

●受験資格　大学の部：昭和６０年４

月２日から平成２年４月１日まで

に生まれた者で大学を卒業した者

（平成２4年３月卒業見込を含む）

　高校の部：平成２年４月２日か

ら平成６年４月１日までに生まれ

た者で高等学校を卒業した者（平

成２４年３月卒業見込を含む）

●申込期間　

　８月２２日（月）～９月２日（金）

●問合先　塩釜地区消防事務組合

　消防本部　総務課人事教養係

　�３６１-１６２４

消防職員募集

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場３階
会議室

８月９日 （火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
� 354�5706

人権擁護について

町　民
勤労青少年
ホーム

８月２日 （火）
９月６日 （火）
午前１０時～午後３時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
� 354�5708

消費生活相談について消費生活相談

塩釜市けやき教室
� 364�5141

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談・学校復帰指導

塩釜市・多賀城市・
松島町・利府町・
七ヶ浜町の小中学
生及び保護者

塩釜市
けやき教室

平日　午前９時～午後３時不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
� 355�0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平　日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
� 354�6888

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354�6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

町民福祉課健康長寿班健康
づくり担当
� 3５５-０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

8月 ４日 （木）　保健福祉センターどんぐり
8月１８日 （木）　宮城県多賀城分庁舎
午後１時３０分～午後４時

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
障害者支援班
�２７５-９１１１

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談

宮城県多賀城
分庁舎（塩釜
保健所主催）

８月１０日（水）
９月１５日（木）
午後１時３０分～午後４時３０分

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

９月１６日（金）
午後２時３０分～午後５時

アルコール・薬物
相談（予約制）

まつしままつしまのの相談窓口相談窓口

　最終：平成２４年１月２０日（金）

●入隊　

　平成２４年３月下旬～４月上旬

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

石巻地域事務所

　�・FAX  ０２２５-８３-６７８９
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歯科休日診療

●日時　毎月第２・第４木曜日（土日
祝祭日は除く）　８月１１日（木）、
８月２５日（木）　午前１０時～正午

●場所　塩釜保健所
　（多賀城市鶴ヶ谷 1-4-1）
●問合先　塩釜保健所　�３６７-７０５１

●仙台法務局の受付時間

９月５日（月）～９日（金）午前８時

３０分～午後７時、９月１０日（土）・

１１日（日）午前１０時～午後５時

●仙台法務局管内各支局の受付時間

９月５日（月）～９日（金）

午前８時３０分～午後５時１５分

相談は無料で、予約不要です。

秘密は固く守ります。

●電話番号　全国共通人権相談

　ナビダイヤル　�０５７０-００３-１１０

●事前問合先　仙台法務局人権擁護

　部　�２２５-５７４３

�３６２-０６３３塩釜市宮町１‐９目黒歯科医院８月 ７日（日）

�３６２-５２１３多賀城市下馬２‐８‐５こう歯科クリニック８月１４日（日）

�３６６-４７１２塩釜市佐浦町１３‐２２熊谷歯科口腔外科クリニック８月２１日（日）

�３６４-６４７８多賀城市大代５‐２‐１杉山歯科医院８月２８日（日）

�３６２-５２１３多賀城市下馬２‐８‐５こう歯科クリニック９月 ４日（日）

お 知 ら せ

休日・急患診療のご案内
診療科目受付時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30

13：00 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）
18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　　� 354�5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366�0630

　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期　８月３１日 （水）

●国民健康保険税　３期

●町県民税　２期

●介護保険料　３期

●後期高齢者医療保険料　２期

●下水道受益者負担金　２期

●問合先

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

介護保険料については

健康長寿班　�３５５-０６７７

後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　�３５４-５７０５

下水道受益者負担金ついては

下水道班　�３５４-５７１０

犬・猫引き取り日

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（８月２日～９月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

なお、現在お持ちの被保険者証につ

いては、役場町民福祉課国保窓口に

返還してください。

●発送日　８月 18日 （木）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

８月の納期限

全国一斉「高齢者・障害者の人権

あんしん相談」強化週間

９月５日（月）～９月１１日（日）
　６５歳以上の方を対象に今年度よ

り実施しています「元気ハツラツ健

診」はすでに８割近い方が提出し、

まもなく個人結果アドバイス票が郵

送されます。

　最終の提出期限は９月１５日 （木）

必着となりますので、忘れずに提出

してください。

　期限を過ぎますと提出していただ

いても個人結果アドバイス票はとど

きませんので、ご注意願います。

●問合先　松島町地域包括支援セン

ター　�３５４-６５２５

【元気ハツラツ健診】

調査票の提出はお済みですか

　日頃、ご自宅で介護をされている

介護者のみなさまの交流や情報交換、

リフレッシュを目的に、交流会を開

催しています。昼食付き。

●日時　８月２６日（金）午前１０時～

●場所　保健福祉センターどんぐり

　前回は、災害時の対応ということ

で、みんなで「アルファ米」を作っ

て食べました。わかりあえる仲間

がいると、気持ちも楽になります。

お気軽にぜひ一度ご参加ください。

●問合先　松島町地域包括支援セン

ター　　�３５４-６５２５

介護者交流会に参加して

みませんか

　宮城県は、地球温暖化の防止や森

林整備の促進、健康で快適な住まい

づくりなどに大きフ寄与する木材の

利用を進めるため、県産財利用エコ

住宅普及促進事業と地域材活用促進

支援事業を実施します。

　詳細は、下記まで。

●問合先　宮城県農林水産部林業振

興課みやぎ材流通推進班

　�２１１-２９１２

平成２３年度県産材利用エコ住宅

普及促進事業及び地域材活用促進

支援事業のご案内
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くくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららししししししししししししししくらしののののののののののののののの 情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報情報

　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢年金の額が減額されたり、受けられなくなったりするこ

とがあります。また、もしものときの障害年金や遺族年金が受けられなくなることもあります。

　被保険者の年金を受ける権利を確保するため、年金事務所では、納付期限が過ぎても保険料の納付が確認できな

い場合に、「電話」や「自宅への訪問」による納付のご案内を民間業者に委託して行っています。

　ご案内は、休日や夜間にも行っていますのでご理解とご協力をお願いします。

◎松島町を所管する仙台東年金事務所の委託業者名　日立キャピタル債権回収株式会社

　委託業者に提供している個人情報は、納付の案内を行う上で必要となる国民年金保険料の未納者情報に限定して

います。また、目的外使用や閲覧、漏えい、複写複製等を禁じるなど厳格な安全管理措置を講じています。

●問合先　ねんきんダイヤル　�０５７０-０５-１１６５

国民年金保険料納付のご案内をしています

　いくつになっても自分らしく、いきいきと暮らしたい方へ、

「要介護」状態になる原因の一つである認知症について知識を深め、脳を元気に保つコツを楽しく学びませんか？

１．日程と主な内容　【全日程午前中の開催です】

２．対象者　　６５歳以上で「認知症予防」に関心のある方。（全６回参加できる方）

３．会　場　　保健福祉センターどんぐり

４．その他　　参加費は無料。送迎も可能です

５．募集人数　２５人程度

●申込み・問合先　松島町地域包括支援センター　�３５４-６５２５

元気ハツラツ教室【脳楽コース】参加者募集

内　　　　　　　容日　　時

◇開講
◇講話「認知症について知りましょう」
～脳と身体をイキイキさせる活動～

平成２３年
８月３０日（火）

１回目

◇レクリェーションで脳刺激！0９月１６日 （金）２回目

◇楽しい工作で脳刺激！0９月２９日 （木）３回目

◇趣味活動で脳トレにチャレンジ１０月１３日 （木）４回目

◇作業療法で身体も心もイキイキ１０月２８日 （金）５回目

◇教室のまとめ～アルバムを作ろう～１１月１７日 （木）６回目

　次の手当を受けている方は、毎年「現況届」

を提出しなければなりません。

　対象の方には、通知していますのでご確認く

ださい。

　

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

現況届のお知らせ

提出期間手当の種類

８月１日から８月３１日
まで

児童扶養手当　“ひと
り親等で子どもを養育
している方への手当”

８月１１日から９月１０
日まで

特別児童扶養手当　“２０
歳未満の障害児を養育
している方への手当”

　東日本大震災により延期されていた松島町長選挙は、告示日

が平成２３年９月６日（火）、投票日が９月１１日（日）で執行される

ことに決定しました。

　つきましては、立候補予定者説明会を下記により開催し、立

候補に必要な各種届出用紙を配布し、選挙管理委員会、警察署

並びに郵便事業株式会社から必要書類への記載要領や選挙運動

の注意事項など、立候補に関する重要な説明を行います。

　立候補を予定している方、もしくはその代理の方は出席して

ください。

●日時　８月１０日 （水）　午後２時～

●場所　中央公民館　２階　講座室

●問合先　選挙管理委員会　�３５４-５８９３

松島町長選挙立候補予定者説明会のお知らせ

積極的に参加して

元気ハツラツ！
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　東北電力では、東日本大震災で被災した発電所の復旧と供給力の確保に全力で取り組んでおります。

今夏に向けて１,２３０万ｋＷ程度の供給力が確保できる見通しですが、昨年のような猛暑となった場合には、

最大で１,４８０万ｋＷの需要が想定され、この場合２５０万ｋＷの供給力不足が生じます。（下図参照）

　また、夏期平日の日中（午前９時頃～午後８時頃）は常態的に供給力を需要が上回る状態（供給力不

足）となるおそれがあります。　

　こうした状況を回避するため、節電および平日の日中以外への電力使用の移行にご協力をお願いいた

します。

東北電力からの節電へのご協力のお願い

　節電への取り組み事例等の情報は、今後随時、東北電力ホームページを更新し、皆さまに提供していき

ます。

　ホームページ　　http://www.tohoku-epco.co.jp

節電効果節電対策

約△ 10％

冷房する場合でも部屋
を限定し、28℃ を目安
として設定温度を２ ℃
あげる。フィルターも
こまめに清掃する。

約△ 50％

室内に直射日光が入ら
ないよう“すだれ”を
窓の外に取付けるなど
対策し、扇風機を使う
など極力控える。

約△ 2％

庫内温度の設定を「強
→中」に変更する。 ま
た、食品をあまり詰め
込まない。

約△ 2％

必要時以外は消す。ま
た、省エネモードに設
定するとともに、画面
の輝度を下げ、消費電
力を最小限にする。
リモコンの電源ではな
く、本体の主電源を切
りましょう。

夏の日中（１４時頃）の消費電力

（全世帯平均）

　夏の日中のご家庭での最も消費電力が大き

いのはエアコンで、次いで冷蔵庫、テレビ、照

明と続き、この４つの機器で全体の約８割を

占めています。

≪ご家庭の主な節電例≫
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第２４回飼育体験隊

　飼育方法を学んで、楽しく動物た

ちと触れ合ってみませんか。

●実施日　第３回：８月１８日 （木）

　第４回：８月１９日（金）

●内容　動物たちのエサ作り、エサ

やり、掃除体験など

●対象　小学４～６年生

●募集人数　各回先着２０名

●応募方法　Ｅメール（携帯アドレス

不可）、ＦＡＸ、往復はがきで受付

　住所・参加者の氏名（ふりがな）・

性別・学年・電話番号・ＦＡＸ番号・

参加希望日をご記入ください

　※Ｅメールでお申込みされる方は、

必ず件名に『飼育体験隊』と明記

してください

●申込締切　

　８月１１日 （木）　締切日必着

●申込み・問合先　マリンピア松島

水族館「飼育体験隊」担当係　

�０２２-３５４-２０２０

ＦＡＸ０２２-３５４-５３０４

Ｅメールアドレス：

siiku@marinepia.co.jp

ＵＲＬ：http://www.marinepia.co.jp

町民チャリティーゴルフについて

　今年秋に予定していました第１８

回町民チャリティーゴルフは、東日

本大震災を考慮し中止することにな

りました。なお、来年以降は実施の

方向で検討しています。

●問合先　町民ゴルフ実行委員会

　� 354-3158

松島高等学校同窓会

●日時　９月３日（土）　午前１１時～

●場所　花ごころの湯　新富亭

　（松島町松島字垣ノ内３８- １）

●会費　３， ０００円

　参加希望の方は８月２９日（月）

までご連絡ください。

●問合先　松島高等学校　総務部

　�３５４‐３３０７

東日本大震災で避難された
利府高校同窓生の皆さまへ

　避難している場合、郵送物が届か

ない場合がありますので、事務局あて

居住先変更の届出をお願いします。　

　また、今年も同窓生の集いを開催し

ます。友人・知人への声かけを通じて

１人でも多くの参加をお願いします。

黒川高等学校同窓会

●日時　８月６日 （土）　

総会：午後２時～　

記念講演：総会終了後１時間程度

（講師：黒川高等学校校長　倉光

恭三氏）

懇親会：記念講演終了後

●場所　遠藤旅館（大和町吉岡）

●懇親会費　２， ０００円

●問合先　黒川高等学校　

　同窓会事務局　�３５４‐２１７１

高城少年野球スポーツ少年団

　６月１９日に、八幡原３９周年交流少年野球大会が大和町のダイナヒルズ総

合運動場で開催され、高城少年野球スポーツ少年団が見事ブロック優勝を果

たしました。

小学１年生から６年生まで団員を募集しています 

お気軽に見学に来てください

●練習場所　松島第一小学校　グラウンド

●練習日　　毎週水曜日：午後４時～　毎週土曜日・日曜日：午前８時３０分～

シルバーだより

技能・介護講習受講者募集

●講習開催時期　

　平成２３年６月～１２月

●受講対象

・宮城県に在住で５５歳以上の方

・ハローワークへの求職登録が必 

　要になります

●受講料　無料

●講習科目

１．訪問介護員２級養成研修

２．育児・保育従事者養成セミナー

３．マンション管理業務技能講習

４．ビジネス実務技能講習

５．調理（高齢者食事）補助スタッフ

　養成セミナー

６．ハウスクリーニング技能講習

７．オフィスクリーニング技能講習

８．警備保障技能講習

９．フォークリフト運転技能講習

社団法人

松島町シルバー人材センター

宮城県宮城郡松島町高城字浜1番地の 3

TEL.022-353-4505　FAX.022-353-4506

●日時　１１月１２日（土）  午後６時～

●場所　グランドパレス塩釜

●会費　３， ０００円

●問合先　利府高等学校　同窓会事

　務局　�３５６‐３１１１
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健康ランド健康ランド
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
８月８日（月）、２２日（月）

母子健康手帳の交付　　９：３０～１１：００

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

 �３５５-０７０３

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
8 月 2 日（火）　ハイハイ赤ちゃんセミナー

（H22.12 月～ H23.1 月生）

　　　　　　　受付　9:30 ～ 9:45

　　　　　　　   1歳 6カ月児健診　（H21.12月～H22.1月生）

　　　　　　　受付　12:30 ～ 12:45

8 月 5 日（金）　3歳 6カ月児健診　（H20.1 月～ 2月生）

　　　　　　　受付　12:30 ～ 12:45

8 月 9 日（火）　1歳児パクパク教室　（H22.6 月～ 8月生）

　　　　　　　受付　9:30 ～ 9:45

8月 24日（水）　2歳6カ月児歯科健診　（H21.3月～4月生）

　　　　　　　受付　12:30 ～ 12:45

8 月 26 日（金）　3～ 4カ月児健診（H23.4 月 1日～ 5月 26日生）

　　　　　　　受付　12:30 ～ 12:45

8月 31日（水）　2歳児むし歯予防教室　（H21.8月～9月生）

　　　　　　　受付　9:30 ～ 9:45

シルバー昼食会
※会場はすべて保健福祉センターどんぐりで実施します。

8月 2 日（火）、11日（木）　あったか～い（どんぐり 1班）

8月 9 日（火）、23日（火）　あったか～い（どんぐり 2班）

8月 4 日（木）、18日（木）　あったか～い（どんぐり 3班）

8月 10 日（水）、24日（水）　あったか～い（どんぐり 4班）

8月 5 日（金）、19日（金）　あったか～い（どんぐり 5班）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
8 月 1 日（月）　動楽ウォーキング教室

8月 12日（金）　減る脂クラブ

8月 22日（月）　ノルディックウォーキング教室

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（1人 30分程度）※事前に予約が必要です。

≪脱メタボ大作戦！≫　③

●内臓脂肪が増えるとなぜ悪い？

　メタボリックシンドロームとその予備群は、４０歳

以降の男性では２人に１人、女性では５人に１人と

いわれています。（平成２０年国民健康・栄養調査よ

り）

　内臓脂肪が蓄積すると、高血糖、高血圧、脂質異常

（中性脂肪の増加、善玉コレステロールの減少）をま

ねき、動脈硬化が進行します。高中性脂肪、高血糖、

高血圧、肥満などの危険因子が多いほど、命にかか

わる心臓病を発症する危険度が高く、危険因子２つ

重複で約１０倍、３つ重複で約３１倍になります。松島

町では、特に糖尿病と高血圧をあわせ持った方が多

いことが分かっています。

　メタボから抜け出すには、食習慣や運動習慣の見

直しが必要です。内臓脂肪は、たまりやすい反面、

運動や食生活の改善で、減らしやすい脂肪ですので、

まずは自分のできることからやってみましょう。

『健康の日』のお知らせ
 　 暑い夏を乗り越え、元気で充実した毎日をおくるために、

そして、９月の総合健診を目指し、「健康の日」に参加して

運動による爽快感を体験してみませんか？

　たくさんのご参加をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●日　時　　８月１２日（金）　１０：００～１１：３０

●場　所　　松島町温水プール（美遊）

●内　容　　水中ウォーキング、アクアビクス

●参加費　　５００円

　　　　　　（券売機でプール利用券を

　　　　　　購入してください。）

●持参する物　　水着、水泳帽、タオル

●申込み・問合先　　　　

　８月１１日 （木） まで電話でお申込みください。

　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当 �３５５－０７０３

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当

　　　　　�３５５－０７０３

●生活習慣チェック！

□食事時間が１５分以内だ

□食事はお腹いっぱいになるまで食べる

□フライや炒め物が好き

□お菓子など甘いものを毎日食べる

□アルコールを毎日飲む

□寝る前２時間以内に、夕食をとる

□運動をほとんどしない

□２０歳のときより体重が増えた

いくつ当てはまりましたか？チェックの数が多いほど要

注意です。

今日から意識して生活改善に取り組んでみましょう。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　　

　　　　�３５５-０７０３

～食生活改善のポイント～

１．１日３食しっかりとり、間食や夜食をとらない

  ２．食事は一口２０回以上噛んで、１５分～３０分かけて食べる

３．最初に野菜類や汁ものを食べて、油料理は控えめに

�
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�
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�
�
�
�
�



本町では震災からの復旧で、多くの方々のご協力に支えられました。

このコーナーでは、その中で、心温まるエピソードなどお伝えします。
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2011　8月号  No. 440

（Ｈ ２3 年  7月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,441 人（0）　   人口 15,401 人（7）
女 7,960 人（7）　   　  5,503 世帯（6）

浅井元義スケッチシリーズ
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▲遊園地も兼ね備え、歴史の重みを感じさせるマリンピア松島水族館

（
松
島
字
浪
打
浜
）

　東日本大震災発生後、町内では３月１２日のピーク時で

４５箇所の避難所を開設し、避難者は３， ７１９人にのぼりまし

た。そして、全国各地、遠くはカナダからの災害ボラン

ティアが集まりました。

　そんな中、災害ボランティアの方々と一緒になって、瑞

巌寺の雲水さんは「松島町を応援してくれる方々が必死に

なって頑張っている。一日も早く観光客をお迎えする環

境に戻すため、私たちもやらなければならない」と、松島

海岸中央広場に散らばったヘドロやゴミ、ブロックタイ

ルなどの清掃作業を行いました。

　また、大震災の当日は約１， ２００人の観光客が松島町を訪

れていました。大地震発生後に発令された大津波警報。瑞

巌寺では、一人のけが人も出してはいけないと、観光客や

地域住民の避難所として陽徳院を開放しました。その結果、

観光客も数日後には全員が無事に帰路につくことができま

した。

　避難者の中には学生世代の避難者も多く、日中は松島海

岸通りの店舗や道路の清掃の手伝いに自ら出向いていく姿

が見受けられました。「松島を好きでなければできない行

動だと思います。非常にありがたいですね」と、雲水さん

は当時を語っていました。

　さらに、瑞巌寺では境内のわき水を地域住民に提供。国

宝庫裡の前は、水汲みに来る地域住民のコミュニティの場

となっていました。

松島町を応援してくれる方々のために
瑞巌寺　雲水さん

▲松島町災害ボランティアの方々と松島海岸中央広場の
　清掃を行う雲水さん

▲松島海岸通りの清掃活動を終え一息つく避難者の方々
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